
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

近畿進交会「令和 8 年度年頭ご挨拶」         近畿進交会会長 麻野広行 

会員の皆様には、日頃から近畿進交会の活動にご理解とご協力を賜り感謝申し上げま

す。今年も様々なことにチャレンジして、組織の活性化を諮ってまいります。ただ現状は

同窓会活動に関心が薄いのか 600 名からの会員がおられますが「集い」への返信ハガキ

や年会費納入者は 80 名程という状態が続いています。もっともっと関心を持っていただ

きたく、幹事として近畿進交会の活動に積極的に参加して頂ける方々を広く募集します。

私達役員一同は、同窓会会員皆様のご意見やご感想を伺いながら「共感ネットワーク」を

拡げてまいります。 

近畿進交会では、今年も機関紙「しんこう」の年 2 回発行と幹事会（適時年 4 回）・「近畿進交会の集い・

総会」を実施します。サークル活動は「ゴルフ同好会」・「歩こう会」・「落語を聴く会」です。趣味や活動に興

味をお持ちの方は、サークル活動だけ参加でも構いません。同窓生として共感を持っていただけることでし

ょう。特に申し上げたいのは、近畿進交会年会費の納付は単年度を基本としており、過去の未納は問いませ

んのでお気軽に参加してください。 

さて、公立大学法人横浜市立大学として、2025 年 1 月に文部科学省の「地域中核、特色ある研究大学強化

促進事業」（Ｊ-ＰＥＡＫＳ）に採択されました。全国約 800 大学の中から 25 大学が選ばれました。そして、

2028 年に創立 100 周年という大きな節目を迎えます。「YCU100 募金」には近畿進交会として会員皆様の会

費から 10 万円を寄付させていただきました。これも「共感ネットワーク」です。 

なお、近畿進交会の活動は進交会ホームページの支部情報・支部活動に掲載されています。
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令和７年度「集い」にて
藤野次雄横浜市大名誉教授の特別講義開催さる！

令和７年度 近畿進交会の集い ご報告

（日時）令和７年１１月１５日（土）12:０0～15:０0 
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横浜市立大学理事長 近野真一様 

本学が、2025年1月に文部科学省「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-

PEAKS）」に採択された。J-PEAKS事業の好スタートを切るため、2025年度は大学全

体の研究力向上に向けて執行体制を強化するなど大学一丸となって取り組んでま

いりたい。一方、急速な少子高齢化の進行や物価高により、本学の経営状況はます

ます厳しい状況が続いている。自律的かつ持続可能な法人経営を実現し、YCUミッ

ションのもと教育、研究、医療をさらに推進してまいりたい。今後とも100周年記

念に向けての応援をよろしくお願いしますとのことであった。 

 

浜大会会長 金子延康様 

Ｙ校と浜大が同じルーツであることから、同窓会の課題の一つである「わかり

にくさ」を解消するために、5年前から「進交会報」をＹ校版・市大版・共通版に

分けられたとのこと。「浜大会」は、会則にある3つの柱、①会員相互の交流、②

大学・学生への支援、③地球・地域の持続的発展（SDGs）への貢献など、これら

を相互関連しながら事業を推進。会員約3万7千人が特色ある経験、ノウハウ、ネ

ットワークを持っており、課題を共有すれば、難題も解決でき、その貢献が会員

の元気に繋がる。最近の話題としては、「浜大会への遺贈」が「いいぞ」といえる動画を作成発信した。ご自

身の資産を横浜市立大学の学生の教育や研究活動の強化に役立てることが出来るとのことであった。 

 

横浜市立大学企画財務課係長 冨山理恵子様 

本学は、2028年に創立100周年を迎えるにあたり、ご案内の通り、複数のプロジェ

クトを推進するため「YCU100募金」を設置しております。また、「100周年記念事業

サポーター」も募っており、名刺にサポーターの明示が可能となっております。引き

続き更なるご支援をいただければ幸いですとのことであった。 

 

 

令和 7 年度「近畿進交会の集い」参加者 
 

【 来  賓 】 藤野次雄 横浜市立大学名誉教授 

近野真一 横浜市立大学理事長 

金子延康 浜大会会長 

冨山理恵子 横浜市立大学企画財務課係長 

 

【 商学部 】 昭34 植田美夫 昭39 白石進 昭40 岡崎俊太郎 小林博 

昭40 冨田俊三 昭46 森岡章 昭48 大塚達夫 

昭49 竹田博 昭50 麻野広行 大井孝 昭51 柳敏夫 

昭52 川戸眞吾 昭58 塚本義久 津田隆 平01 松本誠 

平07 西崎真弓 平15 時松卓典 

 

【文理学部】昭51 田邊俊二 昭53 三木得生 

 

【 医学部 】昭51 牧一郎 
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藤野名誉教授の特別講義の概要(レジメより抜粋) 

横浜市＆横浜市立大学～市民 1975 年、市大教員 1978―2013 年、監査委員 2016―2024 年として～

◎社会経済動向（人口減少・少子高齢化） 

〇問題意識 

・高度成長、安定 OR低成長（非「成長・拡大」）か 

ら、人口減少・少子高齢化

により日本全体、特に地域

社会は「負のスパイラル」、

「生活の質の低下」の懸念 

 

・企業や事業所活動（人口規模依存と事業所数縮小） 

・自治体活動（行政コストアップ、公共需要依存） 

〇横浜市、神奈川も全国の縮図（全体としても地域 

レベルでも） 

◎人口動向 

 〇日本の合計特殊出生率は1970年代以降低下。

2008年に人口のピーク、2050年には1億人を切り、

2100年には5,000万人を切る予想。 

◎人口規模と地域産業動向 

 〇人口規模以上の産業の縮小、小規模ほど顕著（負

のスパイラル） 

◎自己紹介：時代背景1970～1980年 

 〇学部・大学院時代は、日本経済は大転換期 

 ・高度成長が終焉に向かい、内では公害や環境破壊、 

外には石油ショックによりトリレンマに直面。  

・戦後初めて大量の赤字国債も発行された。 

・それでも、余裕があった時代 

・その後にバブル崩壊、失われた10・20･30年、リー 

 マンショック、震災、コロナ感染症拡大 

〇政府の経済対策も、閉鎖的経済環境の下で、規制 

色（護送船団方式）が強いものであった。 

・その後に向けて規制緩和・自由化、グローバル化、

市場経済化（ビッグバン）が叫ばれていた。 

・AI、DXと「新しい生活様式」 

◎「学んだこと」 

〇しっかり基礎的学問を体系的に修得すること 

〇分析対象は、目の前にある現実。現実の制度・政

策を前提に、ある時期のある国・地域に有効な政

策を考える。 

〇現実を説明するために理論があり、現実があって

課題解決のための新しい理論が出てくる。 

〇絶えず新しい環境・制度・政策（現実データ）を 

認識し、新しい（理論的・実証的）分析手法を開

発・修得すること。 

〇年齢と共に成長すること。教育研究面で、あるい 

 は学内業務、地域・社会貢献面で、年齢等に応じ 

た、自分のポジショニングを考え仕事をする。 

◎大学、学会、官庁・自治体、民間業界団体での活動 

   ―ネットワークの形成・共有・還元― 

 〇大学では、教育（人材育成）、学内業務（研究と

地域貢献・社会貢献―「産官学金言」連携のハブ） 

 〇学会・研究会に参加するのは、研究動向の把握、

学問体系の習得、人脈の形成・ネットワーク化、

分野を超えた学際的・総合的研究成果 

 〇官庁・民間業界団体の審議会、研究会に参加する

のは、研究者としての知見を活かし、地域・社会

貢献できればという側面もあるが、逆に研究面

で現実から問題意識が醸成される場でもある。 

◎横浜市立大学：教育・研究 

 〇ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ（FW）とｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ（AL） 

 ・学生たちへの教育のあり方として、「教室内での

講義・演習」、「机上の空論」だけではいけないと

いう認識。 

 ・日本は先進国家への「ｷｬｯﾁｱｯﾌﾟ」の時代から、自

らが世界の「最先端国家」になり、課題解決のた

めの参考事例も少ない。 

 ・大学における教育面でも学生に現場で自ら課題

を発見し、自ら解決するという「FW」、「AL」を実

践する必要性を痛感。 

◎横浜市立大学：産学連携・地域貢献 

 〇外部機関との包括協定の締結 

 〇共同研究の推進 

 〇経営塾・大学院講義の実施 

 〇学部寄附講座の実施 

 〇海外 FW の実施 

 〇地方自治体・横浜市行政への参加 

 〇地元産業界との地域振興 

◎横浜市監査委員・監査事務局 

 〇監査委員は、地方自治行政における「構成と効率

の確保」の見地から、地方自治法に基づいて設置

される執行機関。市長が、行政運営に関し優れた

識見を有する者、および議員のうちから、議会の

同意を得て選任。 
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「金沢八景駅前 昔と今」 

昭39商 白石 進 

去る 11 月 15 日（日）令和 7 年度近

畿進交会「総会」および「集い」に参

加させていただいた。早いもので参加

も 3 年目となる。正会員でない私をい

つも歓迎していただき感謝である。長男の勤務事情

で三重県津市に居住して 6 年目。市内では知り合い

も少なく、私にとっては近畿進交会への参加は楽し

みなひと時である。今回は、藤野名誉教授による横

浜の「最近事情と未来の動向」の講演をお聞きし、

子供の頃から縁のあった私の第二の故郷とも云える

懐かしい横浜を思い出させていただきました。今回

幹事の大井様より原稿依頼のお話をいただき、学生

時代お世話になった金沢八景駅付近の「昔と今の思

い」を書くことにしました。会員の皆様学んだ時代

を思い起こしていただければ幸いです。 

 令和 6 年 11 月のある日 20 年ぶりに母校市大の校

内を散策。立派な建物の数々、白球を追いかけたグ

ランドは、一面ネットで囲われていた。それらは在

学当時の思い出と共に学友、球友を思い起こさせ

た。通学時いつも通った駅の脇のトンネルは工事中

で八景駅改札口脇の 2 階エレベータ、階段を使って

の通学路となっていた。駅付近を少し歩きたくなり

駅直結の商業ビルから商店街に出た。昭和 35 年に

入学し、39 年卒業した時代には、駅前には相川書

店があり、電車の時間を考えながらよく寄り道をし

た。一番の思い出は駅前にあった「栄やラーメ

ン」。野球の練習も終わり、おなかのすいた帰り道

「栄や」により、一杯 45 円のラーメンを食べて帰

るのが常だった。家族経営のお店でお母さんと娘さ

んがお相手をしてくれた思い出がある。きれいに整

備された駅前の商店街、当時は無かった母行横浜銀

行の支店等景色は一変していた。「栄や」は何処

か？駅前から国道 16 号線まで歩いて探したが見つ

からず。後日金沢区朝比奈に住んでいる球友でもあ

る同級生に尋ねたら、今は無くなっているとのこと

であった。卒業後硬式野球部の「現役・OB 懇親

会」を大学内で毎年開催していた帰り道は「栄や」

にてラーメンで二次会を常としていた。ある日「栄

や」のおかみさんと雑談した際、「昔娘さんがいま

したね。」と話したところ「それは私です。」とおか

みさんの言葉。料理人だった人と結婚し跡を継いだ

とのこと。それには球友も皆驚いた。さらに八景駅

で驚いたことは、横浜シーサイドライン金沢八景駅

が京急金沢八景駅と直結していたことであった。JR

新杉田から京急金沢八景間のモノレール駅の直結は

開通時の計画であったが、京急金沢八景駅前のある

事情でモノレール駅は国道前までとなっていた。よ

うやくつながったのかと事情を知っていた私には感

慨深いものがあった。京急金沢八景駅を去るとき当

然のことながらモノレールに乗り、市大医学部駅隣

接の附属病院を見ながら終点新杉田駅に着いた。区

間 14 駅、10.8ｋｍ、料金 320 円、乗車時間 25 分

の旅であった。ＪＲ新杉田駅で乗り換え桜木町駅

へ。その日藤沢の自宅に帰らず桜木町駅近くのホテ

ルに泊った。ホテルから見

える「みなとみらいの夜

景」は美しく、「これが今

の横浜」かと、今日一日の

充実した時間に思いを浮か

べながら眠りについた。 

 

クマのタ－君 

昭 35Ｙ 内田正雄 

年末恒例の世相を表す「今年の漢

字」に昨年（2025 年）は『熊』と決

まった。淸水寺の森清範貫主が大き

な和紙に揮毫する姿がテレビ・新聞

に大きく報道され、そのことも話題

になった。理由の一つは、白浜町のアドベンチャ－ワ

－ルドで飼育されていた 

4 頭のパンダが 6 月に中国に返還

されたこと。（「今年の漢字」発表

後の 12 月末に上野動物園の 2 頭

も来年 1月末に中国へ返還すると

東京都が発表、日本にパンダは 1

頭も居なくなる）名称のジャイアントパンダが中国

語表記で「大熊猫」と書かれることで拘わるようだ。

しかし最大の理由は東北地方を中心に相次いでクマ

による人的被害が発生していることだろう。異常な

出没の理由は、異常気象でブナの

実などの不作、人間の周辺にある

果実・動物の肉の味を知ったため

とも云われている。 

 日本にいるクマは、北海道のみに生息しているヒ

グマと本州では千葉県以外の全都府県に生息してい

るツキノワグマの 2 種類。千葉県になぜ生息しない

のか不思議だが、もうひとつ 

「今年の漢字一字」は『熊』であるが、新聞などでは、

ほとんどが『クマ』と表記しており、ほんとうに『熊』

で良いのか、主催する日本漢字能力検定協会に聞い
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て見たい気がする。 

 我が家の『クマのタ－君』はパンダのように、可愛

くはないし（今は…）、「クマ」のように人や動物を襲

ったりはしない。娘が 3～4 才の頃、誕生日かクリス

マスのプレゼントに買ってあげた、子グマの男の子

のぬいぐるみである。身長は 40cm、体重は 400ｇで

全体が灰色、足と手の先と耳の内側は薄い茶色、眼と

鼻の先は碁石のような丸い黒。それに緑色の吊りバ

ンドのついたズボンを履いており、私の眼にも大変

可愛く見えた。娘もお気に入りで、昼間は持ち歩き、

夜は一緒に布団で寝ていた。しかし 5 年も経つと、

所々に綻びが出て見苦しくなって来たので、娘に捨

てようと持ちかけたが承知しない。しばらくして、知

人から京都の宝鏡寺は「人形の寺」と知られ、個人の

古い人形も供養の上、処分してくれると聞いた。娘も

漸く納得してくれたので、出掛け供養をお願いした。 

ところが供養をするのは人顔の人形のみで、動物の

ぬいぐるみは受け入れていないと断わられ、娘は喜

んで持ち帰った。『タ－君』が我が家に来てから 50 年

ほど。ツキノワグマの寿命は 20

年程であるというから、人間の

寿命で換算するとおよそ 200 才。

全体が薄汚れ、耳・口・足の先が

ほころび、まさに老齢化しているが、今も娘のピアノ

の上に他のぬいぐるみと並んで置かれている。いつ

娘の気持ちが変わり捨てられるかも知れぬが、それ

までは口を出さず見守りたいと思うのは、私も同じ

ように齢を重ねているためかも知れない。 

 

 

 

落語を聴く会(R7.12.7)    昭 51 医 牧 一郎 

今回の落語を聴く会は、江戸落語の立

川流、立川志の春さんの会です。毎年年末

頃に立川志の春さんと志の太郎さんの兄

弟二人会を開催されているのですが、私

達の落語を聴く会は、3年前からこの落語会に行くよ

うにしています。昨年は、近畿進交

会の「つどい」の日と重なったため

に聴きにいけませんでしたが、今年

も大塚さんのお世話でいつもと同

じ上六の銭屋ホールで行われまし

た。参加者は牧・大塚・麻野・森岡・

内田・竹田・田邊の 7 名と牧の友人

（以前寄席の小屋を運営していた）を含めて 8 人で

聴きに行きました。弟弟子の志の太郎さんとの二人

会は、二人の息の合ったトークから始まり、久しぶり

の江戸落語で、普段聴く上方落語との違いを実感し

ながら楽しめました。打ち上げは、いつものごとくハ

イハイタウンで寄席の話やよもやま話をして楽しみ

ました。 

落語会は大きく分けて、寄席とホール落語があり

ます。寄席は天満天神繁昌亭や神戸の喜楽館のよう

な定席で、いろいろな噺家さんの噺を気楽に聴いて

楽しむのですが、落語以外の漫才、音曲、紙切りなど

（色物といいます）も間に入ってそれなりに楽しい

ところです。逆にホール落語には、独演会や二人会な

どがありベテランの噺家さんが大作や新作を話すこ

とが多く、落語好きの私としては本格的な噺を聴け

るので楽しみに聴きに行きます。それ以外に若手の

方が勉強会として、自分が新しくできるようになっ

たネタを試しにしゃべったりするホール落語もあり

ます。落語を聴く会は、年に 3 回開くようにしてい

ますが、1回は志の春さんの会で江戸落語の大作を聴

いています。それ以外は繁昌亭や喜楽館での定席で

寄席を楽しむようにしています。 

次回の落語を聴く会は 4 月に予定している繁昌亭

昼席です。これは寄席ですが、桂佐ん吉さんが繁昌亭

大賞を受賞した記念ウイークで、たぶん受賞記念な

ので佐ん吉さんが大作に挑むと思いますので期待し

ています。 

これからも竹田世話人、大塚世話人と相談しながら

会員が楽しめる会を続けていきたいと思っています

ので、まだ参加したことがない方もぜひお集りくだ

さい。 

 

「ゴルフ同好会」の報告 

昭 50 商 麻野広行 

日時：令和 7 年 10 月 14 日（火）8 時 30 分 

場所：茨木国際ゴルフ俱楽部 

〒567-0051 茨木市大字宿久庄 98 

西コース⇒北コース（ｾﾙﾌﾌﾟﾚｰ）ダブルペリア 

1 組 9：25・2 組 9：33 のスタート 

優勝・準優勝・3 位・ブービー賞・ニアピン賞（4 本） 

参加者は植田・城島・冨田・中村・塚本・麻野の 6 名 

晴天に恵まれ、年齢を忘れて和気あいあいとした

雰囲気の中で開催しました。

今後ともゴルフをされる方

の参加者を募集しています。 

次回は4月中旬に大塚様の

お世話で、神戸カントリー倶

同 好 会 レ ポ ー ト 
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楽部神戸コース（山陽自動車道三木東インター5 ㎞）

を予定しています。 

「歩こう会」―神戸三ノ宮界隈散策の巻 

10 月 18 日（土）13 時半にＪＲ三ノ宮駅東口集合 

参加者：内田・森岡・竹田・牧・麻野・田邊・川戸 

主な散策ルート：ＪＲ三ノ宮駅⇒神戸市役所⇒東遊

園地（震災メモリアル・花時計）⇒神戸税関見学⇒ａ

ｔｏａ（劇場型アクアリム）⇒Ｇライオンアリーナ神

戸（2025 年 4 月オープン関西最大のアリーナ）⇒メ

リケンパーク神戸ポートタワー（高齢者半額）⇒生田

神社参拝 

反省会：居酒屋「青森ねぶたワールド」 

午前中の雨が嘘のような

晴天に恵まれ、神戸港の突

堤の変貌を実感しました。

まるで横浜の東口から桜木

町の変貌のようでした。 

反省会では日本酒の利き

比べと歩き疲れにより、ほろ酔いの状態で帰宅につ

きました。 

 

トピックス 
令和８年(一社)進交会新年懇親会出席の報告 

近畿進交会会長 麻野広行 

「令和 8年一般社団法人進交会 新年懇親会」Ｒ8 年

1 月 31 日（土）ナビオス横浜に出席しました。古屋

理事長・金子副理事長・川口常務理事をはじめ、来賓

として山中横浜市長・近野横浜市大理事長・石川横浜

市大学長・大山Ｙ校校長が出席しました。 

支部として近畿進交会から麻野・塚本・竹田、名古

屋支部から竹之内・正田、北陸支部から谷口、千葉支

部から川島、倶進会から長倉常務理事が出席しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年度｢近畿進交会の集い｣返信葉書コメント 
 
岡崎俊太郎 昭40商：年令（83歳）相応に病んできてお

りますが、何とか元気にやっています。 
小林博 昭40商：認知症がかなり進んできました。参加

できるあいだは、ご迷惑でしょうが参加させていた
だきます。 

冨田俊三 昭40商：ゴルフ同好会でもお世話になりあ
りがとうございます。 

森岡章 昭46商：元気にやっています。 
竹田博 昭49商：まだ仕事、続行しています。 
麻野広行 昭50商：藤野ゼミ生の参加者が多いといい

ですね。 
大井孝 昭50商：酷暑にも負けず頑張っております。白

内障は歳相応か。 
牧一郎 昭51医：まだ働いています。 
柳敏夫 昭51商：出席します。 
田邊俊二 昭51文理：出席します。 
川戸眞吾 昭52商：出席します。 
塚本義久 昭58商：地元のスポーツ少年団のキャンプ

引率で曽爾高原へ行ってきました。久しぶりに自然
の中で活動して、すっかりリフレッシュしました。 

津田隆 昭58商：リタイア後も「学び」を忘れないよう
に生活しております。 

西崎真弓 平7商：子どもにお金がかからなくなった分、
横浜へ行くことが増えました。大学時代の友人とも
会う機会が増して嬉しい限りです。 

時松卓典 平15商：2021年に銀行を退職し、起業。融資
コンサルティング業と不動産業を営む。 

岡本力 昭30Ｙ校：本年になり３度の入院。心筋梗塞で
した。現在は全く元気です。 

淡谷涼一 昭33商：体調不良。退会希望。 
関敏光 昭33商：足が弱くなりリハビリ中です。歳もと

りましたので、退会させていただきます。永年ありが
とうございました。 

朝井幸洋 昭34商：お陰様で歳相応ですが、健康で過ご
しています。進交会の集いが盛会でありますように。 

内田正雄 昭35Ｙ校：先に決まった予定があり，残念で
すが欠席致します。 

戸田丈夫 昭35商：横浜からのご来賓、世話役さんに感
謝します。88歳ですが、痛み・不自由もなく、お陰様
で健康生活です。 

中島裕 昭35商：体調不良（腰痛）に泣いています。 
西尾 健 昭35商：私こと、かなり高齢になりまして、

「コロナ禍」以来、医師より公共交通機関もできるだ
け避けた方が良いとの忠告もいただいております。
大阪から京都に移りましてからは同窓会にも出席し
づらくなり、今後とも出席の可能性は無いと考え、今
回、近畿進交会の退会を申請申し上げます。 

野口実 昭36商：大トラブルにて外出禁止状況になり、
家内にて元気に生活中です。 

原洋志 昭36文理：オクターブ下げ年金にフィットす
る。足腰は弱れども口はまだ達者。 

藤井建次郎 昭36商：体調が良くなく欠席させていた
だきます。盛会を祈ります。 

板倉光一 昭37商：退会希望 
長渕勲 昭37商：体調不良・老齢化。 
中村利寿 昭37文理：週３回のグランドゴルフの会、週

２回の囲碁の会、週１回のリハビリ（約３時間）をや
っています。来年中には回想録を執筆します 
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酒瀬川裕 昭38Ｙ校：いつもお世話かけます。2ヶ月前
に80歳をこえましたので退会します。 

石原浩 昭39商：10月中旬、花屋敷 GCのコンペに家内、
娘の3人チームで参加。95で回りましたが BM 賞でし
た。日頃は週平均4回、近所のゴルフレンジでボール
を打っています。 

柿花和夫 昭39文理：何とかやっています。 
阪口龍二 昭39商：85歳の高齢となり、あちこち身体が

ガタガタになりました。御健勝を念じます。 
鈴木剛夫 昭39商：健康に留意し元気にしております。 
中原悠司 昭39商：NPO 法人大阪府高齢者大学校の受講

生です。月２～３回の講義と校外学習で楽しんでい
ます。 

養父勝弘 昭39Ｙ校：病気になりましたので進交会か
ら退会します。 

飯田裕康 昭40商：仕事の予定が入っていますので。 
徳永彰 昭40商：今月初旬、家内と立山黒部アルペンル

ートへ行きました。夫婦２人とも元気です。 
山本利美雄 昭40医：達者に勤労老人やっています。介

護老人保健施設・知恵の和苑で働いています。 
奥村忠道 昭41文理：残念ながら体調不良（腰痛）のた

め欠席します。盛会を祈念致します。 
岩梶光紘 昭42商：趣味の絵を楽しみながら過ごして

います。集いの盛会をお祈りいたします。 
小林光雄 昭42文理：体調不良のため欠席します。盛会

を祈念しております。 
半田澄夫 昭42文理：11/21－26道頓堀前の「ナルミヤ

戎橋画廊」で「ユース美術会絵画展」を開催していま
す。ご興味のある方是非ご高覧ください。私は11/24
受付当番しています。 

大木佑二 昭43商：退会希望。長い間ありがとうござい
ました。最近、ガンの摘出手術を受け、現在抗ガン剤
治療中です。体力、気力とも落ちました。 

菅英伸 昭43商：カラオケ教室を開催し、民謡教室に通
って柔軟体操やウォーキングもしており、年齢の割
には健康です。土曜日はカラオケの先生があるので
欠席します。盛会をお祈りします。 

田口孝雄 昭43商：療養が長くなっています。長くお世
話になりましたが、退会させていただきます。 

廣内禎介 昭43商：盛会をお祈り申し上げます。 
泉善髙 昭44商：ホームに入りましたので退会させて

いただきます。

後藤隆夫 昭44商：77才。今年79歳になります。毎日 
ブラブラしながら読書にいそしんでいます。 

冨田一弘 昭44商：元気で暮らしています。盛会を祈 
っております。 

藤田隆道 昭45商：近くで畑を借りて野菜を少々作
っています。 

三田村秀雄 昭45商：家事をしているせいか、体調は 
良好です。当日は家内の介護のため欠席させてい
ただきます。 

三善慎一 昭45商：身体のあちこちにガタが出始め
ましたが、今のところ元気にやっております。近畿
進交会の益々の発展をお祈りします。 

岡崎智 昭46商：今年度いっぱいで児童クラブでの
仕事を辞めることとしました。来年は参加したい
と思っています。 

森山茂 昭46商：心身両面の健康維持に努めていま
すが、年を重ねる毎不具合が出て落ち込むことが
あります。しかし乍ら負けないようにサークル参
加、運動に勤しむ気概を持ち続けたいと念じてい
ます。麻野会長の陣頭指揮ご立派に存じます。 

加藤俊勝 昭47商：実家（秋田）の建設会社を手伝っ 
ています。月に１～２度大阪に戻ります。 

清水薫 昭47商：皆様に宜しくお伝えください。 
三島千代子 昭47Ｙ校：プランター菜園をしていま
す。高齢なので動作が鈍ってきました。姫路近くで
交流会あれば参加できるかも知れません。皆様お
体大切に。 

和田喜彦 昭50文理：お陰様で健康にしています。 
野原政信 昭55商：体調不良（心臓）が続いておりま 
すので欠席させていただきます。 

升光泰雄 昭57商：相変わらず幼稚園園長です。 
佐々木亞以子 昭63文理：いつも世話様でございま
す。ご盛会をお祈りしております。 

田村敬之 昭63商：本年３月末で NTT 西日本を退職
しました。父母の遺品整理も落ち着き、家事に専念
しております。学校には二度ばかり訪問しており
ます。生の落語はいいですね。ABC の会に行きまし
た。市大に落ちていたら入門していたかも（笑） 

北謙一郎 平01商：平塚市へ転居のため退会希望 
古内秀樹 平07文理：単身生活も早１年半となりま
した。この日は東京で用事のため、参加がかないま
せん。会の成功を心からお祈りいたします。 

村井みどり 平08Ｙ校：いつもありがとうございま
す。 

 
 
 
 
 

 
 

広 告 
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会員異動・お便り 

ご 逝 去  中嶋晄 昭30商学部(令和6年4月) 大石昭 昭35商学部(令和6年3月8日) 

青柳秀克 昭40文理学部(令和7年2月28日) 中村晃 昭40商学部 

山下昭紀 昭40商学部(令和7年1月) 西尾信行 昭51商学部 

退会希望  淡谷涼一 昭33商学部 養父勝弘 昭39Ｙ校 大木佑二 昭43商学部 田口孝雄 昭43商学部 

泉善髙 昭44商学部 

長年にわたる会へのご協力、本当にありがとうございました。 

転出連絡  北謙一郎 平1商学部 

転出のご連絡ありがとうございます。一旦退会となりますが、近畿へ転入の際は是非ご連絡く

ださい。 

転居先不明  鈴村栄一 昭37商学部       寺西孝造 昭45商学部     菊田幹 平成2文理学部 

富永隆司 平23国際総合科学部 

※転居される場合は近畿進交会事務局へご一報いただきますようご協力お願いいたします。 

事務局連絡先：〒635-0834奈良県北葛城郡広陵町大塚 621 塚本義久 

Tel/Fax 0745-55-2252 e-mail ztazh99238@yahoo.co.jp 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

令和７年度後半 運営会費 納入者ご芳名 

Ｙ校 昭44須山文子 平08村井みどり 

商学部 昭34竹内義勝 昭40小林博 昭43廣内禎介 昭48大塚達夫 平成1松本誠 平15時松卓典 

文理学部 昭37中村利寿  医学部  昭38津田義則  国際総合科学部 令04太田智久 

～令和7年度の会費納入者は、11月15日現在70名です。～ 

 

＃会員の皆様ご協力ありがとうございました＃ 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

「運営会費」納入のお願い 

近畿進交会の令和８年度「運営会費 3,000 円」を同封の郵便局「払込取扱票」にてお振込みしていただき

ますよう、お願い申し上げます。（本部からの「進交会報」とは、別途のご案内となっております。） 

近畿進交会の活動を継続していくために、会員の皆様の積極的ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

御 礼 

・三恵メリヤス(株)様、(株)インス様より広告掲載いただきました。（昭和 53年文理学部卒三木得生） 

・医療法人一山会まきこどもクリニック様より広告掲載いただきました。（昭和 51 年医学部卒牧一郎） 

 

【 編集便り 】 

機関誌「しんこう」は会員の皆さまのご協力で編纂しております。「日頃思っていること」、「わが町の

自慢話」、「学生時代の思い出」「趣味・娯楽に関すること」等、なんでも結構ですので、気軽に投稿して

みてください。原稿は、下記編集子までメール送信してください。 
大井宛 MAIL: taka236428@kcn.jp 
田邊宛 MAIL: nabechan2018@yahoo.co.jp 
柳 宛 MAIL: yanagih0905@gmail.com 
塚本宛 MAIL: ztazh99238@yahoo.co.jp 

なお、郵送の場合は、下記住所あてお送りください。 

〒610-0343 京都府京田辺市 大住仲ノ谷２－１２  大井 孝 宛 

令和８年度「近畿進交会の集い」開催予定 

202６年 1１月８日（日）12 時～15 時 

大阪キャッスルホテルにて 


